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(57)【要約】
【課題】　サーマルヘッドの記録媒体に対する接触線長
さが変化しても、接触圧は略均一に保持することが可能
とされ、異形状の印刷面に対する記録結果を良好なもの
とすることのできる記録装置を提供すること。
【解決手段】　搬送手段によって搬送される印刷媒体Ｄ
の搬送経路上における印刷部において、発熱素子を前記
印刷媒体Ｄの搬送方向に直交させて配列させたサーマル
ヘッド２１を前記印刷媒体Ｄの印刷面に圧接させ、前記
発熱素子に選択的に通電する制御を行なって、前記印刷
面内における印刷領域に所望の印刷を行なう記録装置１
において、前記印刷媒体Ｄは、前記印刷媒体Ｄの搬送方
向に対して直交する幅方向における前記印刷面の前記発
熱素子の接触長さ寸法が搬送方向において異なる部分を
有する形状とされており、前記サーマルヘッド２１は、
前記印刷部に搬送された印刷媒体Ｄの印刷面の前記発熱
素子の接触長さ寸法に応じて、前記印刷面に対する圧接
荷重を随時調整するように構成する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送手段によって搬送される印刷媒体の搬送経路上における印刷部において、発熱素子
を前記印刷媒体の搬送方向に直交させて配列させたサーマルヘッドを前記印刷媒体の印刷
面に圧接させ、前記発熱素子に選択的に通電する制御を行なって、前記印刷面内における
印刷領域に所望の印刷を行なう記録装置において、
　前記印刷媒体は、前記印刷媒体の搬送方向に直交する幅方向における前記印刷面の発熱
素子の接触長さ寸法が搬送方向において異なる部分を有する形状とされ、
　前記サーマルヘッドは、前記印刷部に搬送された印刷媒体の印刷面の前記寸法に応じて
圧接荷重が随時調整されることを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記印刷媒体は円形状の光ディスクであり、前記印刷媒体の印刷面は同心の円形状とさ
れていることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　光ディスク駆動機構と一体に形成されており、前記光ディスク駆動機構に配設された搬
送手段によって搬送される光ディスクのレーベル面に所望の画像を印刷することを特徴と
する請求項２に記載の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷面の形状が矩形状以外の形状、即ち、異形状とされた記録媒体に所望の
画像を印刷する記録装置であって、特には、記録媒体としての円形状の光ディスクのレー
ベル面に所望の画像を印刷する記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＤ－Ｒ(Compact Disk Recordable)、ＤＶＤ－Ｒ(Digital Versatile Disk Rec
ordable)、ＣＤ－ＲＷ（Compact Disk ReWritable）、ＤＶＤ－ＲＷ(Digital Versatile 
Disk ReWritable)といった記録媒体としての光ディスク（以下、光ディスクという）に対
応する光ディスク駆動装置（光ディスクドライブ。以下、ＯＤＤ（Optical Disk Drive）
という）を用いて、オリジナルの音楽アルバムや写真アルバム、さらにはＤＶＤアルバム
等を簡単に作成することができるようになった。そのため、作成された光ディスクのレー
ベルをオリジナルのデザインで印刷するニーズが高まっている。
【０００３】
　そこで、従来より、光ディスクの印刷面の印刷可能領域に、所望のレーベルの画像を印
刷可能とされた記録装置が提案されている（特許文献１参照。但し、インクジェット方式
のラインプリンタ）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１８８５９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記記録装置が複数の発熱素子をライン状に配列させたサーマルヘッドを用いる熱転写
方式の記録装置である場合、インクリボンを用いるか否かに拘わらず、光ディスクを搬送
方向の上流側から下流側へ搬送させるとともに、サーマルヘッドに圧接荷重をかけて光デ
ィスクに当接させ、発熱素子に選択的に通電を行なうことになる。
【０００６】
　このとき、従来においては、ばね付勢によってサーマルヘッドに加えられる圧接荷重が
一様とされていた。そのため、ある程度の厚みを有する円形状とされた光ディスクに記録
を行なう場合、光ディスクの搬送方向先端部及び後端部となる円周部分にサーマルヘッド
が当接する時（記録開始時及び記録終了直前時）にはサーマルヘッドと光ディスクの印刷
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面との接触線長さが短くなるため、その接触部分には極圧乃至高い接触圧（線圧）が掛か
った状態となる。これに対し、光ディスクの直径部分にサーマルヘッドが当接する時（記
録中間時）には最も接触線長さが長くなるため、接触圧は低くなる。具体的には、記録開
始時と記録中間時とでは１０倍以上に接触圧が変化していることが解っている。このよう
な一連の記録中における接触圧の変化は、記録結果に色ムラを生じさせるなど、悪影響を
及ぼしていた。
【０００７】
　本発明はこのような点に鑑み、サーマルヘッドの記録媒体に対する接触線長さが変化し
ても、接触圧は略均一に保持することが可能とされ、異形状の印刷面に対する記録結果を
良好なものとすることのできる記録装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するため、本発明の記録装置は、搬送手段によって搬送される印刷
媒体の搬送経路上における印刷部において、発熱素子を前記印刷媒体の搬送方向に直交さ
せて配列させたサーマルヘッドを前記印刷媒体の印刷面に圧接させ、前記発熱素子に選択
的に通電する制御を行なって、前記印刷面内における印刷領域に所望の印刷を行なう記録
装置において、前記印刷媒体は、前記印刷媒体の搬送方向に対して直交する幅方向におけ
る前記印刷面の前記発熱素子の接触長さ寸法が搬送方向において異なる部分を有する形状
とされ、前記サーマルヘッドは、前記印刷部に搬送された印刷媒体の印刷面の前記発熱素
子の接触長さ寸法に応じて圧接荷重が随時調整されることを特徴とする。
【０００９】
　このような構成を備えた本発明の記録装置は、ヘッドの記録媒体に対する接触線長さが
変化しても、接触圧を略均一に保持することで、記録媒体の異形状の印刷面に対する記録
結果を良好なものとすることができる。
【００１０】
　そして、本発明の記録装置は、前記印刷媒体は円形状の光ディスクであり、前記印刷媒
体の印刷面は同心の円形状とされていることを特徴とする。
【００１１】
　さらに、本発明の記録装置は、光ディスク駆動機構と一体に形成されており、前記光デ
ィスク駆動機構に配設された搬送手段によって搬送される光ディスクのレーベル面に所望
の画像を印刷することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　このように、本発明の記録装置によれば、ヘッドの記録媒体に対する前記発熱素子の接
触長さ寸法が変化しても、接触圧は略均一に保持することが可能とされ、異形状の印刷面
に対する記録結果を良好なものとすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本実施形態の記録装置１は、その搬送方向に対して直交する方向（幅方向）における印
刷面の寸法が搬送方向において異なる部分を有する形状の記録媒体としての光ディスクＤ
の搬送をスロットインで行なうように構成された光ディスク駆動機構（図示せず）と一体
に形成されている。
【００１４】
　具体的には、本実施形態の記録装置１は、図１に示すように、光ディスクＤを挿入およ
び排出するためのスロット２がフロント面に形成された薄型の筐体３を具備しており、前
記筐体３の前記フロント面には、光ディスクＤに対するアクセス状態を点灯表示する表示
部や、光ディスクＤを排出する際に押圧されるイジェクトボタン等（いずれも図示せず）
が設けられている。
【００１５】
　前記筐体３内には、前記フロント面に対する奥側に、いわゆるスロットインタイプとい
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われる公知の構成の光ディスク駆動機構が配設されており、その手前側となる前記スロッ
ト２と光ディスク駆動機構間における光ディスクＤの搬送経路上に、本実施形態の記録装
置１が配設されている。なお、前記筐体３内の底部には、前記光ディスク駆動機構および
記録装置１に共通の制御ボード（図示せず）がデータ通信可能に配設されている。
【００１６】
　前記光ディスク駆動機構は、前記スロット２から挿入された前記光ディスクＤが装着さ
れる光ディスク装着部と、該光ディスク装着部に装着された光ディスクＤの有無およびそ
の光ディスクＤのサイズを検出可能なセンサと、前記光ディスク装着部に装着された光デ
ィスクＤを回転駆動する光ディスク回転駆動機構と、前記光ディスク回転駆動機構により
回転駆動される光ディスクＤに対して信号の書き込みおよび／又は読み出しを行うピック
アップ機構と、前記ピックアップ機構を前記光ディスクＤの内外周に亘って送り動作させ
るピックアップ送り機構を具備している。また、前記光ディスク駆動機構は、前記光ディ
スクＤを前記スロット２から前記筐体３の内部へと引き込み、前記光ディスク装着部へ搬
送するローディング動作および前記光ディスクＤを前記スロット２を介して前記筐体３の
外部へと送り出すイジェクト動作を行なう光ディスク搬送機構を具備している。そして、
前記光ディスク駆動機構は、標準サイズである直径１２ｃｍの光ディスクＤ（以下、時に
、大径光ディスクという。）と、この大径光ディスクよりも小径な直径８ｃｍの光ディス
クＤ（以下、時に、小径光ディスクという。）とに対応可能となっている。なお、前記光
ディスク駆動機構の詳細な説明は省略するが、例えば、特開２００５－１９０６４５号公
報に記載の光ディスク駆動機構の構成を例示することができる。
【００１７】
　そして、本実施形態における記録装置1は、光ディスク駆動機構１０の光ディスク搬送
機構を記録媒体としての光ディスクＤの搬送手段として用いながら、前記光ディスクＤの
印刷面となるレーベル面ＤＬに所望の画像を印刷するためのものであり、前記光ディスク
装着部に配設可能な最も大径な光ディスクＤに対する最大印画直径寸法以上の長さで発熱
素子がライン状に配列され、前記レーベル面ＤＬに接離可能に対向させて配設されたサー
マルヘッド２１と、このサーマルヘッド２１に対し前記光ディスクＤの搬送経路を挟んで
配置されたプラテンローラ２２とを備えている。
【００１８】
　詳しくは、筐体３内には所定の間隔を以て互いに対向させて配設された一対の側板２３
が配設されており、前記スロット２の近傍の前記側板２３間に、長尺な円柱状のローラ部
２６の長手方向両端に軸部２７を延出させた前記プラテンローラ２２が前記軸部２７を以
て支持されている。
【００１９】
　さらに詳しくは、前記一対の側板２３にはそれぞれ、後述するカムギア５０に形成され
た大径の軸状突起部５１を嵌合させ、該カムギア５０を回動自在に保持する大径な軸孔（
図示せず）が形成されている。前記カムギア５０は一対とされ、前記軸状突起部５１には
、前記プラテンローラ２２の軸部２７の端部を挿入し、固定する軸孔５０ａが該カムギア
５０の回動中心から偏心させて形成されている。このカムギア５０の構成については後述
する。そして、プラテンローラ２２の前記軸部２７を前記側板２３に回動可能に配設され
たカムギア５０に形成された軸孔５０ａに軸支させることで、前記プラテンローラ２２は
、一対の側板２３間に、前記カムギア５０の回動に合わせて回転可能に支持されている。
【００２０】
　また、前記プラテンローラ２２の上方には、図１に示すように、前記プラテンローラ２
２と対向する位置の長手方向に複数の発熱素子（図示せず）が整列形成されたライン状の
サーマルヘッド２１を位置させる、長尺な板状のヘッドレバー４０を備えたヘッドレバー
ユニット５２が配設されている。
【００２１】
　前記ヘッドレバーユニット５２は、前記ヘッドレバー４０を前記側板２３の長手方向に
直交する水平方向に延在させるようにして配設されている。前記ヘッドレバーユニット５



(5) JP 2010-49743 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

２は、基台５２Ａに形成された軸孔５２ａに軸５３を嵌挿させることにより軸支され、前
記スロット２側を開放先端部として回動させるように支持されている。
【００２２】
　そして、前記基台５２Ａには、上向きのねじ部材５４が回転自在に支持されており、こ
のねじ部材５４にヘッドレバー４０の後端辺中央部から延出形成された基端部４０Ａが螺
着され、前記ねじ部材５４を回転させることによりヘッドレバー４０の後方端辺側を昇降
させ、前記ヘッドレバー４０の水平方向に対する角度を変化させることができるようにな
っている。
【００２３】
　なお、本実施形態において、前記基台５２Ａに形成された軸孔５２ａは基台５２Ａの厚
さ方向寸法が前記軸５３の直径寸法とされ、それに直交する方向の寸法が前記軸５３の直
径寸法よりも長い寸法とされた長孔に形成されており、前記軸５３を中心として回動可能
であるとともに、前記軸５３に対する基台５２Ａの位置をスライド可能に構成されている
。また、ヘッドレバー４０の基端部４０Ａが形成された後端辺両側方には、側板２３から
筐体３の内方へ突出する係合ピン（図示せず）を係合させる係合孔４０ｂが形成された突
出片４０Ｂが前記基端部４０Ａと同様に後方へ向けて突出形成されている。前記係合孔４
０ｂは、ヘッドレバー４０の基端部側の昇降に合わせて係合ピンの係合位置を変化させる
ことができるように長孔に形成されており、この係合孔４０ｂに係合させる前記係合ピン
がヘッドレバー４０の回動支点として作用するように構成されている。
【００２４】
　前記ヘッドレバー４０の下面にはサーマルヘッド取付台４１が固定されており、このサ
ーマルヘッド取付台４１の下面に、前記サーマルヘッド２１が固定されている。前記ヘッ
ドレバー４０の前記サーマルヘッド取付台４１の取付位置より先端側には凹部４２が形成
されている。この凹部４２内には、該凹部４２の開口上部を覆うようにしてヘッドレバー
４０に配設された板状のばねプレート３７のプレート本体３７Ａの下面にその上部を当接
させ、その弾性付勢力によりサーマルヘッド２１を下方へ付勢するコイルばね（本実施形
態においては等間隔に４本）３９が配設されている。
【００２５】
　そして、前記サーマルヘッド２１の下方には、このサーマルヘッド２１との間で光ディ
スクＤを挟持するための前記プラテンローラ２２が光ディスクＤの搬送方向に回転自在に
配設されている。
【００２６】
　また、前記ヘッドレバー４０の前記凹部４２よりさらに先端側には、光ディスクＤを保
持するための上側保持ローラ５８が光ディスクＤの搬送方向に回転自在に支持されている
。この上側保持ローラ５８はサーマルヘッド２１による印刷時には、前記光ディスクＤか
ら離間するようになっている。そして、前記上側保持ローラ５８の下方には、この上側保
持ローラ５８とともに前記光ディスクＤを挟持可能な下側保持ローラ５９が配設されてい
る。この下側保持ローラ５９はベルクランク状の支持アーム５９Ａの先端部に回転自在に
支持されており、前記支持アーム５９Ａは、その基端部を支軸５９ａにより回動自在に支
持されている。そして、支持アーム５９Ａの長手方向となる両端部には、外方へ突出する
ローラ用カムコロピン５９ｂが形成されており、このローラ用カムコロピン５９ｂが、後
述する一対のカムギア５０に形成されたローラ用カム溝５０ｃに係合し、前記カムギア５
０の回転に合わせてローラ用カム溝５０ｃ内をスライド移動することにより、前記支持ア
ーム５９Ａがサーマルヘッド２１の圧接（ヘッドダウン）・離間（ヘッドアップ）動作と
リンクして揺動することで、下側保持ローラ５８を上側保持ローラ５９に圧接させる方向
または離間させる方向に移動させるように構成されている。
【００２７】
　ここで、前記ばねプレート３７は、図１乃至図３に示すように、ヘッドレバー４０の上
面に開口する前記凹部４２の開口部を覆うように配設される長尺な板状のプレート本体３
７Ａを備えており、前記プレート本体３７Ａの長手方向となる両端部には、ヘッドレバー
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４０の側部に沿って延在するように前記凹部４２の底部方向へ折り曲げ形成されたプレー
ト側壁３７Ｂが形成されている。プレート側壁３７Ｂにおける前記筐体３のフロント面側
となる先端部には、係止孔３７ａが形成されている。
【００２８】
　そして、この係止孔３７ａ内にヘッドレバー４０の凹部４２を形成する先端側壁から両
側方へ突出する係止片４０Ｃを係合させるとともに、プレート本体３７Ａの前記フロント
面とは反対側となる後端辺に配設され、下方へ折り曲げ形成されたベルクランク状の爪状
係止部３７Ｃをヘッドレバー４０の上面に形成された対応する係合部４０Ｄに係止させる
ことにより、前記ばねプレート３７がヘッドレバー４０に固定されている。本実施形態に
おいて、前記係止孔３７ａは係合する前記係止片４０Ｃの長さ寸法よりも長く、上下方向
に延在する長孔として形成されている。また、前記爪状係止部３７Ｃは前記コイルばね３
９の配設位置に対応させ、等間隔に４箇所に形成されている。
【００２９】
　さらに、本実施形態においては、前記プレート側壁３７Ｂには外方へ突出するヘッド用
カムコロピン３７ｂが形成されている。そして、このヘッド用カムコロピン３７ｂが後述
する一対のカムギア５０に形成されたヘッド用カム溝５０ｂに係合し、前記カムギア５０
の回転に合わせてヘッド用カム溝５０ｂ内をスライド移動することにより、前記ヘッドレ
バー４０が揺動することで、サーマルヘッド２１をプラテンローラ２２に圧接（ヘッドダ
ウン）・離間（ヘッドアップ）させるように構成されている。
【００３０】
　次に、サーマルヘッド２１の圧接（ヘッドダウン）・離間（ヘッドアップ）機構につい
て説明する。
【００３１】
　まず、一対のカムギア５０について説明する。各カムギア５０は、前述したようにプラ
テンローラ２２の軸部２７が軸孔５０ａに固定された軸状突起部５１を、側板２３に形成
された軸孔２３ａに嵌挿させることで両側板２３にそれぞれ配設されている。そして、こ
の一対のカムギア５０には、一方の側板２３の内側に配設された駆動モータ（ヘッドＵＤ
（アップダウン）モータ）Ｍの回転力が、前記筐体３内に回転自在に配設された複数枚の
ギアとドライブシャフトからなる伝達系４を介し、駆動力として伝達されることで、これ
らのカムギア５０が同期して回転するように構成されている。なお、１つのヘッドＵＤモ
ータＭから一対のカムギア５０への駆動力の伝達は、他方のカムギア５０に噛合する少な
くとも１枚のギアからなる伝達系４を他方の側板の内側に配設し、前記一方のカムギアの
伝達系を構成するギアのいずれか１つ（本実施形態においては、この一方のカムギア５０
に噛合する直前のギア４Ａ）と、これに対応する他方のカムギア５０の伝達系を構成する
ギアとを１本のシャフト４Ｂで連結することで、１つのヘッドＵＤモータＭの回転力を一
対のカムギア５０に伝達させ、同期させて回転させることが可能となる。
【００３２】
　そして、各カムギア５０は、図５に示すように、前記ヘッドＵＤモータMの回転力を伝
達する伝達系を構成するギアが噛合するギア部５０ｄが形成されており、各カムギア５０
の対向面には、前記ばねプレート３７に形成されたヘッド用カムコロピン３７ｂがそれぞ
れ係合するヘッド用カム溝５０ｂが形成されている。
【００３３】
　前記ヘッド用カム溝５０ｂは、前記ヘッド用カムコロピン３７ｂを、ヘッド用カム溝５
０ｂの一端側であってサーマルヘッド２１をヘッドアップ状態に保持するための領域（図
５において、カムギア５０の回転中心から離れた上方に位置させる領域。以下、ヘッドア
ップ領域ＨＵＡという）と、前記ヘッド用カム溝５０ｂの他端側であってサーマルヘッド
２１をヘッドダウン状態に保持するための領域（図５において、カムギア５０の回転中心
に近い上方に位置させる領域。以下、ヘッドダウン領域ＨＤＡという）と、そのヘッドア
ップ領域ＨＵＡとヘッドダウン領域ＨＤＡとを繋ぐ緩い傾斜状の連結部ＣＡとからなり、
カムギア５０の１６０°程度の回転により、前記ヘッド用カムコロピン３７ｂがそのヘッ
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ド用カム溝５０ｂ内の一端側と他端側との間をスライド移動可能に形成されている。なお
、前記ヘッド用カム溝５０ｂのヘッドダウン領域ＨＤＡは、前記他端側へ向かうに従って
漸次ヘッドダウン状態が大きくなるように傾斜させて形成されている。
【００３４】
　さらに、本実施形態において、前記カムギア５０の対向面には前述した下側保持ローラ
５９の支持アーム５９Ａに形成されたローラ用カムコロピン５９ｂを係合させるローラ用
カム溝５０ｃが形成されている。
【００３５】
　前記ローラ用カム溝５０ｃは、ローラ用カム溝５０ｃの一端側の近接領域ＡＡと、カム
溝の他端側の離間領域ＢＡと、その両領域を繋ぐ連結部ＣＡとからなり、カムギア５０の
約１６０°の回転により、前記ローラ用カムコロピン５９ｂがそのローラ用カム溝５０ｃ
内をスライド移動可能に形成されている。
【００３６】
　そして、本実施形態においては、前記カムギア５０が回転し、軸孔５０ａに挿入された
プラテンローラ２２の軸心が最も高い位置（図５（ｂ）においては、カムギア５０の回転
中心と略同位の高さ）へ向かって移動するとき、ヘッド用カムコロピン３７ｂはヘッドダ
ウン領域ＨＤＡに位置するとともに、ローラ用カムコロピン５９ｂは前記ローラ用カム溝
５０ｃ内の近接領域ＡＡに位置するように構成されている。すなわち、プラテンローラ２
２がサーマルヘッド方向に接近したときに、ヘッドレバー４０の先端が下方に揺動し、サ
ーマルヘッド４０はヘッドダウン状態となる。具体的には、ヘッド用カムコロピン３７ｂ
がヘッド用カム溝５０ｂの連結部ＣＡからヘッドダウン領域ＨＤＡにおける前記連結部Ｃ
Ａ側へ移動することにより、サーマルヘッド２１と光ディスクＤは接触する状態となり、
さらに、ヘッド用カムコロピン３７ｂがヘッド用カム溝５０ｂのヘッドダウン領域ＨＤＡ
の奥部へ移動することにより、サーマルヘッド２１の光ディスクＤに対する圧接荷重が高
くなるように調整されている。また、下側保持ローラ５９は上側保持ローラ５８に近接す
る方向に移動する。
【００３７】
　逆に、図５（ａ）に示すように、前記カムギア５０が回転し、軸孔５０ａに挿入された
プラテンローラ２２の軸心が低くなると、ヘッド用カムコロピン３７ｂがヘッドアップ領
域ＨＵＡへ移動するとともに、ローラ用カムコロピン５９ｂは前記ローラ用カム溝５０ｃ
内の離間領域ＢＡへ移動するように構成されている。すなわち、プラテンローラ２２がサ
ーマルヘッド方向から離間するとともに、ヘッドレバー４０の先端は上方に揺動して、サ
ーマルヘッド２１はヘッドアップ状態となるとともに、下側保持ローラ５９は上側保持ロ
ーラ５８から離間する方向へ移動する。
【００３８】
　このとき、本実施形態のサーマルヘッド２１の圧接・離間機構においては、ヘッド用カ
ムコロピン３７ｂがヘッド用カム溝５０ｂ内をスライド移動する際に、前記ヘッド用カム
コロピン３７ｂが形成されたばねプレート３７を介してヘッドレバー４０をその基端部４
０Ａを回動支点として回動させる。本実施形態においては、ばねプレート３７に形成され
た前記係止孔３７ａが、係合する前記係止片４０Ｃの長さ寸法よりも長く、上下方向に延
在する長孔として形成されているので、サーマルヘッド２１を圧接・離間させるべくヘッ
ドレバー４０を揺動させる際に、前記係止片４０Ｃを係止孔３７ａ内で移動させ、コイル
ばね３９の上面に当接しているばねプレート３７と前記凹部４２の底面との間の高さ寸法
を変化させることで、コイルばね３９を伸縮させるので、このコイルばね３９の伸縮によ
っても、サーマルヘッド２１の圧接荷重を調整することができる。
【００３９】
　このような前記サーマルヘッド２１の圧接・離間機構を有することにより、前記サーマ
ルヘッド２１とプラテンローラ２２は、後述する印刷信号を受信して印刷動作を行なう際
に、互いに近接して光ディスクＤを挟み込み、記録に合わせてプラテンローラ２２を従動
回転させて光ディスクＤを搬送して排出を行うが、それ以外のときには、互いに離間して
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位置することとなる。
【００４０】
　また、本実施形態の記録装置１においては、搬送される光ディスクＤの有無を検出する
ための第１センサ、および第２センサ（何れも、図示せず）が配設されている。前記第１
センサは、前記光ディスクＤを前記スロット２から前記筐体３の外部へと送り出すイジェ
クト動作時の搬送方向における上流側（光ディスク駆動機構側）となる、前記記録装置１
のサーマルヘッド２１の配設位置の直前部における前記搬送経路の幅方向中央部に配設さ
れている。また、第２センサは、前記サーマルヘッド２１の配置位置の直後部における前
記搬送経路の幅方向中央部に配設されている。このように、前記第１センサおよび第２セ
ンサを前記搬送経路の幅方向中央部に配設することにより、円盤状とされ、搬送経路の中
央を搬送される光ディスクの先端部あるいは後端部を確実に検出することが可能となる。
また、本実施形態において、前記第１センサおよび第２センサは、発光部と受光部を一体
に備えた公知の構成の反射型センサを用い、センサ基板を介して、第１センサは前記ばね
プレート３７に、第２センサは前記サーマルヘッド２１に固定され、前記光ディスクＤの
レーベル面ＤＬに対向するようにして配設されている。これにより、第１センサおよび第
２センサと光ディスクＤの表面との距離寸法を適切に保つことができ、安定したセンシン
グを行なうことができる。
【００４１】
　そして、本実施形態の記録装置１は、前記光ディスク駆動機構１０の駆動および前記記
録装置１の駆動を制御する制御部を具備している。制御部とは、ユーザからの操作入力等
に基づいて少なくとも前記光ディスク駆動機構１０および記録装置１に対して信号を生成
して送るものであり、例えばＣＰＵである。
【００４２】
　図６は、本実施形態の記録装置１の制御系の構成を説明するブロック図である。本実施
形態の記録装置１の制御部は、該記録装置１が組み入れられる電子機器のＣＰＵをシステ
ム制御部６０として利用する。前記システム制御部６０は、前記制御ボード６を介して光
ディスク駆動機構１０の駆動を制御するＯＤＤ制御部６１および前記記録装置の駆動を制
御するプリンタ制御部６２と接続されている。また、前記システム制御部６０とプリンタ
制御部６２も互いに接続され、データ交換可能とされている。
【００４３】
　なお、前記ＯＤＤ制御部６１は、前記光ディスク回転駆動機構、前記ピックアップ機構
、前記ピックアップ送り機構、前記光ディスク搬送機構の駆動を制御する。また、プリン
タ制御部６２は、具体的には、第１センサ、第２センサの光ディスクＤの検出判断、前記
サーマルヘッド２１の発熱素子への通電、前記サーマルヘッド２１のサーマルヘッドの圧
接／離間動作を連動させる前記カムギア５０の回転駆動、そして、前記プラテンローラ２
２の回転駆動を制御するとともに、前記ＯＤＤ制御部６１を介して、光ディスク駆動機構
１０の前記光ディスク搬送機構の駆動を制御する。特に、本実施形態においては、前記サ
ーマルヘッド２１の圧接／離間動作を連動させる前記カムギア５０の回転駆動において、
搬送された光ディスクＤのレーベル面ＤＬに対する発熱素子の接触長さ寸法に応じてサー
マルヘッド２１の圧接荷重を随時調整するように制御する。
【００４４】
　また、本実施形態において用いる光ディスクＤは、その同心の印刷面としてのレーベル
面ＤＬに、透明シートからなる基材に異なる温度域の加熱でそれぞれ発色する複数の発色
層が設けられた公知の構成のカラー記録用の感熱記録媒体が貼設されている。この感熱記
録媒体としては、例えば、特表２００４－５３０５７６号公報や特開２００２－３７０４
５５号公報に開示されるような、シート状の感熱記録媒体を用いることができる。
【００４５】
　以下、本実施形態の記録装置１の駆動・制御について説明する。
【００４６】
　本実施形態の記録装置１の駆動・制御においては、円形状の光ディスクＤのレーベル面
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ＤＬへの印刷は、前記光ディスクＤが該筐体３内から筐体３外へ排出されるイジェクト動
作時に行なう。よって、本実施形態の記録装置１で所望の画像を印刷する場合は、先ず、
レーベル面ＤＬにシート状のカラー記録用の感熱記録媒体が貼設された光ディスクＤを前
記筐体３内の光ディスク装着部に装着した状態とする。
【００４７】
　よって、所望の画像の印刷が指示された場合、最初に、前記光ディスクＤの有無と該光
ディスクＤのサイズを検出する。この検出は、前記ＯＤＤ制御部６１を介し、前記光ディ
スク駆動機構１０に配設された図示しないセンサを利用して行なう。
【００４８】
　すなわち、該記録装置１のピックアップ機構を用いて前記光ディスクＤに対する信号の
書き込みおよび／又は読み出しを行った後に、続けて所望の画像を印刷する場合には、光
ディスク装着部には既に光ディスクＤが装着されている。よって、プリンタ制御部６２は
、前記ＯＤＤ制御部６１から、光ディスクＤが装着されている旨の信号とそのサイズを示
す信号を受信し、この状態から印刷の為の制御を開始する。
【００４９】
　また、該記録装置１を用いた所望の画像の印刷のみを行なう場合には、前記光ディスク
装着部に光ディスクＤを装着する動作から各種制御を開始する。すなわち、前記ＯＤＤ制
御部６１を介し、前記光ディスク搬送機構を利用して、前記光ディスクＤを前記スロット
２から前記筐体３の内部へと引き込むローディング動作を行い、前記光ディスク装着部に
光ディスクＤを装着する。その後、プリンタ制御部６２は、前記ＯＤＤ制御部６１から、
光ディスクＤが装着されている旨の信号と、そのサイズを示す信号を受信し、この状態か
ら印刷の為の制御を開始する。
【００５０】
　すなわち、所望の画像データに基づいて印刷を行なうべく、前記プリンタ制御部６２の
制御により、光ディスク駆動機構１０の光ディスク搬送装置を駆動させ、前記光ディスク
Ｄを前記スロット２から前記筐体３の外部へと送り出すイジェクト動作を行なう。
【００５１】
　前記光ディスク装着部から前記スロット２へ向かって搬送される光ディスクＤの先端が
前記第２センサによって検出されたことを契機に、常にはヘッドアップ状態に保持されて
いるサーマルヘッド２１およびプラテンローラ２２を、前記画像データに基づき、所望の
画像を印刷すべく、ヘッドダウン状態とする。すなわち、前記プリンタ制御部６２は、前
記ＵＤモータＭを駆動させ、その回転力をギア等の伝達系を介して前記一対のカムギア５
０に伝達し、同期的に回動させる。
【００５２】
　一対のカムギア５０が回動することで、該カムギア５０に軸支された前記プラテンロー
ラ２２は円弧を描きつつサーマルヘッド２１の配設側へ回動する。同時に、ヘッド用カム
コロピン３７ｂはヘッド用カム溝５０ｂ内をヘッドダウン領域ＨＤＡへ移動する。この移
動により、ばねプレート３７を介してヘッドレバー４０を下方へ揺動させ、サーマルヘッ
ド２１とプラテンローラ２２とを互いに近接させてヘッドダウン状態とすることができる
。そして、前記サーマルヘッド２１とプラテンローラ２２との間に前記イジェクト動作に
よって搬送経路をスロット２方向へ送り出されている光ディスクＤを挟持させるとともに
、前記光ディスク搬送機構による光ディスクＤの搬送動作を終了させる。
【００５３】
　まず、最初に、前記第２センサが光ディスクＤの先端位置を検出したら、所望の画像の
印刷を光ディスクＤのレーベル面ＤＬにおける適正な印刷領域に行うべく、前記プラテン
ローラ２２を逆回転させて光ディスクＤを再び光ディスク駆動機構側へ搬送し、所謂、印
刷のための頭出しを行なう。そして、その後、所望の画像の印刷を開始する。
【００５４】
　そのとき、前記サーマルヘッド２１は、システム制御部６０並びにプリンタ制御部６２
の制御により所望の画像データに合わせて対応する発熱素子の通電が制御され、選択的に
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必要な熱量が供給される。この熱量の付加により、サーマルヘッド２１が圧接する光ディ
スクＤのレーベル面ＤＬに貼設されたシート状の感熱記録媒体を所望の色調に発色させ、
所望の印刷を行ないつつ、光ディスクＤをスロット２方向へ搬送する。
【００５５】
　このとき、サーマルヘッド２１はその発熱素子を光ディスクＤのレーベル面の印画直径
寸法以上の長さに配列させているので、サーマルヘッド自体の位置を光ディスクＤの面方
向において移動させる必要がなく、その光ディスクＤのサイズに応じて発熱素子の通電範
囲を変化させればよい。
【００５６】
　その際、本実施形態においては、制御部において、サーマルヘッド２１とプラテンロー
ラ２２とが圧接する印刷部に搬送される光ディスクＤのレーベル面ＤＬの前記発熱素子の
接触長さ寸法に応じて、サーマルヘッド２１の圧接荷重を随時調整する制御を行なう。す
なわち、プリンタ制御部６２は、前記ＯＤＤ制御部６１から、光ディスクＤが装着されて
いる旨の信号とそのサイズを示す信号を受信することで、光ディスクのサイズを把握する
ことができる。よって、プリンタ制御部６２は、前記印刷部に搬送される光ディスクＤの
印刷面となるレーベル面ＤＬの前記発熱素子の接触長さ寸法に応じて、ヘッドレバー４０
を揺動させる際のカムギア５０の回動を調整し、前記ヘッド用カム溝５０ｂ内をスライド
移動するヘッド用カムコロピン３７ｂの位置を規制することにより、サーマルヘッド２１
の圧接・離間を調整すると共に、前記係止片４０Ｃを係止孔３７ａ内で移動させ、コイル
ばね３９の上面に当接しているばねプレート３７と前記凹部４２の底面との間の高さ寸法
を変化させることで、コイルばね３９の弾性押圧力を利用し、サーマルヘッド２１の圧接
荷重を調整する。
【００５７】
　具体的には、本実施形態の印刷媒体としての光ディスクＤのように、印刷面となるレー
ベル面ＤＬが円形状とされている場合には、搬送方向における中間部においてサーマルヘ
ッド２１の発熱素子の接触線長さが最も長く、光ディスクＤの約直径寸法となり、また、
搬送方向における当初と最後の部分においてサーマルヘッド２１の発熱素子の接触線長さ
が最も短くなる。
【００５８】
　よって、光ディスクＤの先端部が印刷部に搬送された時は、サーマルヘッド２１の圧接
荷重が最も小さくなるように、ヘッド用カムコロピン３７ｂをヘッド用カム溝５０ｂのヘ
ッドダウン領域ＨＤＡにおける前記連結部CA側に位置させるべく、カムギア５０を回動さ
せ、ヘッドレバー４０のヘッドダウン状態及びコイルばね３９の弾性押圧力を調節する。
その後、光ディスクＤの中間部が印刷部に搬送されるまでカムギア５０を回動させ、漸次
、ヘッド用カムコロピン３７ａをヘッド用カム溝５０ｂのヘッドダウン領域ＨＤＡにおけ
る最奥部、すなわち、ヘッド用カム溝５０ｂの他端部へスライド移動させ、光ディスクＤ
の中間部が印刷部に搬送された際には、最も高いサーマルヘッドの圧接荷重を得られるよ
うにする。
【００５９】
　その後は、漸次、ヘッド用カムコロピン３７ａをヘッド用カム溝５０ｂのヘッドダウン
領域ＨＤＡにおける前記連結部側へスライド移動させ、光ディスクＤの後端部が印刷部に
搬送された時は、サーマルヘッド２１の圧接荷重が再び最も小さくなるように、カムギア
５０の回転を調整する。
【００６０】
　このように、サーマルヘッド２１の光ディスクＤに対する接触線長さが変化しても、カ
ムギア５０の回転を光ディスクＤの搬送に合わせて調整することで、サーマルヘッド２１
の圧接荷重やプラテンローラ２２のサーマルヘッド２１に対する近接距離等を変化させて
、接触圧を略均一に保持することができ、光ディスクＤのレーベル面ＤＬに対する記録結
果を良好なものとすることができる。
【００６１】
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　なお、このカムギア５０の回転の調整については、予め、前記プリンタ制御部６２に、
その光ディスクＤのレーベル面ＤＬの形状を考慮した、カムギア５０を駆動するためのデ
ータを保存しておき、このデータに基づいてＵＤモータＭを所定のステップ数で正逆回転
させることで実行することができる。
【００６２】
　そして、所望の画像の印刷が終了したところで、再び、光ディスクＤを光ディスク駆動
機構方向へ搬送し、光ディスクＤの先端部をスロット２から突出させた状態で搬送経路に
収容する。
【００６３】
　そして、ＵＤモータＭを駆動させて、前記一対のカムギア５０を回動させ、プラテンロ
ーラ２２をサーマルヘッド２１から離間する方向へ移動させるとともに、ばねプレート３
７を介してヘッドレバー４０を上方へ押し上げる。
【００６４】
　このとき、所望の画像が印刷された光ディスクＤは、その先端部をスロット２から突出
させた状態で搬送経路上において上側保持ローラ５８と下側保持ローラ５９により挟持さ
れた状態でいるので、ユーザーは、その光ディスクＤの先端部を把持し、上側保持ローラ
５８と下側保持ローラ５９とを回転させながらスロット２から引き抜くことで、所望の画
像の印刷が施された光ディスクＤを得ることができる。
【００６５】
　なお、別の光ディスクＤに対する信号の書き込みおよび／又は読み出しを行なう場合や
所望の画像を印刷する場合には、このヘッドアップ状態で互いに離間して位置するサーマ
ルヘッド２１とプラテンローラ２２との間に形成された搬送経路に前記スロット２から差
し入れればよい。光ディスクＤの先端部を前記光ディスク駆動機構１０の光ディスク装着
部に臨ませることで、前記光ディスク駆動機構１０に配設されたセンサがこれを検知し、
この検知信号を受けて前記ＯＤＤ制御部６１が光ディスク搬送機構を駆動させ、光ディス
ク装着部に適正に装着させることができる。
【００６６】
　なお、前述した光ディスクＤの頭出しの際の逆搬送、印刷時の光ディスクＤの正搬送、
また、印刷終了後の光ディスクＤを保持するための逆搬送は、前記プリンタ制御部６２に
おいて、該ＯＤＤ制御部６１から供給される光ディスクＤのサイズを考慮して決定され、
管理されているステップ数に基づいて行なうことができる。
【００６７】
　このように、本実施形態の記録装置１においては、スロットインタイプの光ディスク駆
動機構１０と一体とすることで、記録装置１において光ディスクＤを搬送する為の機構を
特に具備する必要がなく、コンパクトな構成とすることができ、さらに、光ディスクＤの
レーベル面ＤＬに対する画像の印刷も、該光ディスクＤのイジェクト搬送を利用した１回
の搬送で、良好に行なうことができる。
【００６８】
　なお、本発明は、前述した実施の形態に限定されるものではなく、必要に応じて種々の
変更が可能である。
【００６９】
　例えば、前記印刷媒体としては、光ディスクのような円形状のものに限らず、前記印刷
媒体の搬送方向に直交する幅方向における前記印刷面の発熱素子の接触長さ寸法が搬送方
向において異なる部分を有する異形状とされているものであれば、本発明の効果を顕著に
得ることができる。例えば、平面形状が星形やハート型の印刷媒体であってもよい。その
際、印刷面の形状は矩形であってもよい。本願発明は、サーマルヘッドの印刷面に対する
押圧力を均一にすることを目的とするものであり、印刷領域に対する押圧力を調整すると
いう思想ではないためである。
【００７０】
　また、本実施形態においては、記録装置を光ディスク駆動機構と一体に形成し、前記光



(12) JP 2010-49743 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

ディスク駆動機構に配設された搬送手段によって搬送される光ディスクのレーベル面に所
望の画像を印刷する構成としたが、記録装置に記録媒体の搬送機構（公知の構成であって
もよい）を設け、該搬送機構によって搬送される記録媒体に対し、前述のようなサーマル
ヘッドの圧接・離間の制御により、サーマルヘッドの圧接荷重を変化させながら所望の記
録を行なうことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の記録装置の実施形態における要部断面図
【図２】本発明の記録装置の実施形態における要部斜視図
【図３】図２の分解斜視図
【図４】本発明の記録装置の実施形態におけるサーマルヘッドの圧接・離間機構の駆動力
の伝達系を示す説明図
【図５】本発明の記録装置の実施形態におけるカムギアの構成を示す説明図であり、（ａ
）は図２及び図３において図中左側に示し、図４に示すカムギアのヘッドアップ状態を示
し、（ｂ）はヘッドダウン状態を示す説明図
【図６】本発明の記録装置の実施形態における制御系の構成を説明するブロック図
【符号の説明】
【００７２】
　１　記録装置
　２　スロット
　３　筐体
　４　伝達系
　１０　光ディスク駆動機構
　２１　サーマルヘッド
　２２　プラテンローラ
　２３　側板
　２６　ローラ部
　２７　軸部
　３７　ばねプレート
　３７Ａ　プレート本体
　３７Ｂ　プレート側壁
　３７Ｃ　爪状係止部
　３７ａ　係止孔
　３７ｂ　ヘッド用カムコロピン
　３９　コイルばね
　４０　ヘッドレバー
　４０Ａ　基端部
　４０Ｂ　突出片
　４０Ｃ　係止片
　４０Ｄ　係合部
　４０ｂ　係合孔
　４１　サーマルヘッド取付台
　４２　凹部
　５０　カムギア
　５０ａ　軸孔
　５０ｂ　ヘッド用カム溝
　５０ｃ　ローラ用カム溝
　５０ｄ　ギア部
　５１　軸状突起部
　５２　ヘッドレバーユニット
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　５２Ａ　基台
　５２ａ　軸孔
　５３　軸
　５４　ねじ部材
　５８　上側保持ローラ
　５９　下側保持ローラ
　５９Ａ　支持アーム
　５９ａ　支軸
　５９ｂ　ローラ用カムコロピン
　６０　システム制御部
　６１　ＯＤＤ制御部
　６２　プリンタ制御部
　Ｄ　光ディスク
　ＤＬ　レーベル面
　Ｍ　ＵＤモータ

【図１】 【図２】
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